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1．企業局所管事業
（１）事　　業

　三成発電所など15発電所16発電機
　　最大出力合計　２８,４９７kＷ
　江津高野山風力発電所

　風力発電 　　最大出力20,700ｋＷ＝2,300kＷ×９基
　　最大出力合計　２０,７００kＷ
　江津浄水場太陽光発電所など４発電所
　　最大出力合計　　６,９２０kＷ
　給水先：松江市、安来市の事業所

　給水先：江津地域拠点工業団地の事業所
　給水先：松江市、安来市
　給水先：松江市、出雲市、雲南市、斐川宍道水道企業団

　給水先：大田市、江津市

　造成済面積：21.7ha

　造成済面積：33.1ha

（２）組　　織
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２．会計別決算の概要

（１）事業概要

（２）収益的収支

（単位：百万円）

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

1 2,899 3,058 △ 159

2 うち水力発電電力料 2,110 2,160 △ 50

3 487 598 △ 111

4 289 293 △ 4

5 181 134 47

6 277 0 277

7 3,357 3,192 165

8 2,753 2,491 262

9 91 42 49

10 33 0 33

11 2,876 2,533 343

12 480 659 △ 179

※百万円単位に四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。以下同様。

高野山災害共済金＋121
八戸川第一2号機災害共済金＋120

 特別損失　(G) 小水力発電建設事業（高尾地点）の中止による費用化処理

 総収益　(A+B+C=D)

 総費用 (E+F+G=H)

当期純損益 (D-H)

備　考（前年度対比）

 営業収益　(A)

修繕費＋199、委託料＋53

八戸川第一1号機：降水量減少による減
八戸川第一2号機：雷害での故障による減

うち風力発電電力料 高野山：故障による運転時間減少による減

 営業費用　(E)

 財務収益･事業外収益(B) 退職手当他会計負担金＋47

 財務費用･事業外費用(F) 退職手当＋47

 特別利益　(C)

電　気　事　業　会　計

  ア 水力発電（三成発電所など15発電所）

　 ・令和４年度の供給電力量は86,172,437kWhで、目標電力量の85.9%

　イ 風力発電（江津高野山発電所）

　 ・令和４年度の供給電力量は24,772,560kWhで、目標電力量の80.5%

　ウ 太陽光発電（江津浄水場、三隅港臨海工業団地、江津地域拠点工業団地、石見空港

     の4発電所）

　 ・令和４年度の供給電力量は8,880,290kWhで、目標電力量の107.5%

   ・再生可能エネルギーの固定価格買取制度は、水力発電所13カ所、風力発電所1カ所、

     太陽光発電所4カ所に適用

・営業収益は、前年度比１５９百万円の減

　水力発電は、故障や降水量の減少により５０百万円の減

　風力発電は、故障や風況の影響による運転時間の減少により１１１百万円の減

　太陽光発電は、故障により４百万円の減

・営業費用は、修繕費や委託料の増などにより前年度比２６２百万円の増

・当期純損益は、前年度より１７９百万円減の４８０百万円の黒字

・発電種類別では、水力発電は４７４百万円の黒字、風力発電は３３百万円の赤字、

　太陽光発電は３９百万円の黒字

うち太陽光発電電力料 石見空港：故障による停止による減

－2－



Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

13 474 623 △ 149

14 △ 33 △ 16 △ 17

15 39 51 △ 12

（３）資本的収支

（単位：百万円）

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

16 1,508 1,689 △ 181

17 3,350 3,211 139

18 △ 1,842 △ 1,522 △ 320

（４）貸借対照表

（単位：百万円）

期末 期首 比較増減

19 22,993 22,147 846

20 12,592 12,589 3

21 5,844 4,512 1,332

22 3,067 3,641 △ 574

23 2,405 3,123 △ 718

24 資　産　合　計 26,060 25,788 272

25 16,263 15,930 333

26 1,488 1,845 △ 357

27 998 1,092 △ 94

28 18,749 18,867 △ 118

29 6,313 6,313 0

30 998 608 390

31 7,311 6,921 390

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

32 2,761 2,928 △ 167

太陽光発電 電力料収入△4、修繕費＋4

《発電種類別当期純損益》 増 減 要 因

水力発電 電力料収入△50、特別利益＋156、修繕費＋171

風力発電 電力料収入△112、特別利益＋121、修繕費＋22

剰 余 金 当期純利益480、一般会計繰出△91

資　本　合　計

企業債△205、国庫補助金＋30資本的収入　X

資本的支出　Y

三隅川発電所再開発事業費＋1,560
飯梨川第三発電所再開発事業費△240

備　考（前年度対比）

備　考（前年度対比）

・資産は、三隅川発電所発電設備更新工事による仮勘定の増などにより８４６百万円
　の増
・負債は、未払金の減などにより１１８百万円の減
・資本は、当期純利益の計上などにより３９０百万円の増
・内部留保資金は、１６７百万円減の２,７６１百万円

固 定 資 産

うち建設仮勘定

うち水力発電設備

建設改良費＋43、企業債償還金＋81

資本的収支差　X-Y

負　債　合　計

企業債＋48、未払金△425

流 動 資 産

 うち現金預金

固 定 負 債 企業債＋328

流 動 負 債

繰 延 収 益

資 本 金

年度末現在高

備　考（前年度対比）《内部留保資金》

・収入は、企業債の借入などにより、１,５０８百万円

・支出は、三隅川発電所発電設備更新工事など建設改良に２,１６３百万円、企業債

　償還金に１,０９７百万円などで、合計３,３５０百万円

・収支不足額１,８４２百万円は損益勘定留保資金などにより補てん
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（１）事業概要

（単位：㎥、千円）

日量 34,000 日量 18,666

日量 34,000 日量 18,719

（単位：㎥、千円）

日量 15,000 日量 8,932

日量 15,000 日量 8,751

（２）収益的収支

工 業 用 水 道 事 業 会 計

　ア 飯梨川工業用水道事業
　 ・水源：布部ダム
   ・給水先：松江市、安来市の２８事業所

55.1% 119,712

(a)/(b) － 99.7% － 99.9%

　 イ 江の川工業用水道事業
　　・水源：八戸ダム
    ・給水先：江津地域拠点工業団地の４事業所

年　度 年間給水能力A 年間使用量B 売水率B/A 料金収入

Ｒ４ (a)
12,410,000 6,813,109

54.9% 119,602

Ｒ３ (b)
12,410,000 6,832,358

料金収入年間使用量B

Ｒ４ (a)
5,475,000 3,260,180

59.5%

年間給水能力A

55,896

・営業収益は、前年度並み
・営業費用は、動力費の増加などにより前年度比１３百万円の増
・当期純損益は、前年度より１４百万円減の５百万円の黒字
・施設別では、飯梨川工業用水道は１８百万円の黒字、江の川工業用水道は１３百万円
　の赤字

(a)/(b) － 102.1% － 102.4%

Ｒ３ (b)
5,475,000 3,194,084

58.3% 54,574

売水率B/A年　度

－4－



Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

12 18 30 △ 12

13 △ 13 △ 11 △ 2
　

（３）資本的収支

（単位：百万円）

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

14 91 99 △ 8

15 144 144 0

16 △ 53 △ 45 △ 8

（４）貸借対照表

（単位：百万円）

期末 期首 比較増減

17 2,453 2,471 △ 18

18 197 131 66

19 440 449 △ 9

20 410 427 △ 17

21 資　産　合　計 2,893 2,920 △ 27

22 3,159 3,135 24

23 78 120 △ 42

24 481 495 △ 14

25 3,718 3,750 △ 32

26 398 398 0

27 △ 1,223 △ 1,228 5

28 △ 825 △ 830 5

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

29 428 395 33年度末現在高

固 定 資 産

うち建設仮勘定
布部系送水管路耐震対策事業費＋42
布部ダム改良事業費＋16

資　本　合　計

固 定 負 債

流 動 負 債

備　考（前年度対比）

資本的収入　X 企業債△14、補助金＋7

飯梨川工業用水道事業 動力費＋4、退職給付引当金繰入＋3

江の川工業用水道事業 動力費＋6、特別損失△4

・収入は、企業債の借入や一般会計借入金などにより総額９１百万円

・支出は、建設改良として飯梨川工水の水管橋継手取替工事などで８０百万円、企業債

　償還金６０百万円により総額１４４百万円

・収支不足額５３百万円は損益勘定留保資金等により補てん

　うち現金預金

資本的収支差　X-Y

・資産は、飯梨川工業用水道設備の減などにより２７百万円の減

・負債は、未払金の減などにより３２百万円の減

・資本は、当期純利益の計上により５百万円の増

・内部留保資金は、前年度から３３百万円の増の４２８百万円

備　考（前年度対比）

資本的支出　Y

《施設別当期純損益》 増 減 要 因

《内部留保資金》 備　考（前年度対比）

負　債　合　計

剰 余 金 当期純利益5

繰 延 収 益

資 本 金

一般会計借入金＋23

未払金△43

流 動 資 産 未収金＋7
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（１）事業概要

（単位：㎥、千円）

日量 52,000 日量 34,674

日量 52,000 日量 33,601

（単位：㎥、千円）

日量 35,400 日量 23,409

日量 35,400 日量 23,369

（単位：㎥、千円）

日量 27,000 日量 11,222

日量 27,000 日量 11,279

  ア 島根県水道用水供給事業
   ① 飯梨川水道
    ・水源：布部ダム、山佐ダム
    ・給水先：松江市、安来市

Ｒ４ (a)
9,855,000 4,096,211

41.6% 302,577

年　度 年間給水能力A 年間使用量B 売水率B/A 料金収入

(a)/(b) － 100.2% － 100.2%

Ｒ３ (b)
12,921,000 8,529,632

66.0% 894,203

405,455

Ｒ４ (a)
12,921,000

料金収入

(a)/(b) － 103.2% － 102.2%

(a)/(b) － 99.5% － 98.5%

Ｒ３ (b)
9,855,000 4,116,827

41.8% 307,159

水 　道　 事　 業　 会　 計

  イ 江の川水道用水供給事業
     ・水源：八戸ダム
     ・給水先：大田市、江津市

年　度 年間給水能力A 年間使用量B 売水率B/A 料金収入

   ② 斐伊川水道
    ・水源：尾原ダム
    ・給水先：松江市、出雲市、雲南市、斐川宍道水道企業団

Ｒ４ (a)
18,980,000 12,656,005

66.7% 414,243

Ｒ３ (b)
18,980,000 12,264,454

64.6%

8,544,227
66.1% 895,732

年　度 年間給水能力A 年間使用量B 売水率B/A

－6－



（２）収益的収支

（単位：百万円）

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

1 1,614 1,608 6

2 うち給水収益 1,613 1,607 6

3 312 343 △ 31

4 0 0 0

5 1,926 1,951 △ 25

6 1,884 1,786 98

7 102 137 △ 35

8 0 9 △ 9

9 1,986 1,932 54

10 △ 60 19 △ 79

11 434 374 60

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

12 △ 29 14 △ 43

13 △ 15 2 △ 17

14 △ 17 3 △ 20

（３）資本的収支

（単位：百万円）

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

15 92 176 △ 84

16 1,539 962 577

17 △ 1,447 △ 786 △ 661

飯梨川＋9、斐伊川＋2、江の川△5

 営業費用　(E)

 営業外収益（B)

動力費＋64、修繕費＋40

退職給付引当金戻入益△2、
知事部局からの退職手当負担金△24

 営業外費用（F)

 特別利益　（C)

企業債利息△11、退職手当△23

 総費用　（E+F+G=H)

累積欠損金

備　考（前年度対比）

 営業収益　(A)

・営業収益は、飯梨川水道と斐伊川水道の増収などにより前年度比６百万円の増

・営業費用は、動力費や修繕費の増などにより前年度比９８百万円の増

・当期純損益は、前年度より７９百万円減の６０百万円の赤字

・施設別では、飯梨川水道は２９百万円、斐伊川水道は１５百万円、江の川水道は１７百万円

　のそれぞれ赤字

備　考（前年度対比）

斐伊川水道事業 動力費＋34、修繕費△3

動力費＋13、修繕費＋9、特別損失△9

・収入は、企業債借入などにより９２百万円
・支出は、今津浄水場送水ポンプ取替工事など建設改良に１２２百万円、企業債償還金に
　６０７百万円、長期借入金償還に８１０百万円で合計１,５３９百万円
・収支不足額１,４４７百万円は損益勘定留保資金などにより補てん

飯梨川水道事業

江の川水道事業

動力費＋17、修繕費＋34

当期純損益(D-H)

《施設別当期純損益》 増 減 要 因

資本的収入　X

資本的支出　Y

資本的収支差　X-Y

建設改良費△183、長期借入金償還金＋746

企業債△82

 総収益　（A+B+C=D)

 特別損失　（G) 固定資産売却損△9
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（４）貸借対照表

（単位：百万円）

期末 期首 比較増減

18 32,294 33,267 △ 973

19 326 327 △ 1

20 1,400 2,190 △ 790

21 1,197 2,015 △ 818

22 資　産　合　計 33,694 35,457 △ 1,763

23 5,526 6,877 △ 1,351

24 847 904 △ 57

25 9,882 10,177 △ 295

26 16,255 17,958 △ 1,703

27 17,488 17,488 0

28 △ 49 11 △ 60

29 17,439 17,499 △ 60

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減

30 1,253 1,961 △ 708

・資産は、減価償却などにより１,７６３百万円の減

・負債は、他会計借入金や企業債の減などにより１,７０３百万円の減

・資本は、当期純損失の計上により６０百万円の減

・内部留保資金は、前年度から７０８百万円の減の１,２５３百万円

備　考（前年度対比）

固 定 資 産

繰 延 収 益

うち建設仮勘定

斐伊川長寿命化事業費△27
飯梨川場内設備更新事業費＋8
布部ダム改良事業費＋6
江の川送水管支障移転事業費＋8

流 動 資 産

  うち現金預金

固 定 負 債 企業債△607、他会計借入金△753

流 動 負 債 未払金△81

負　債　合　計

資 本 金

剰 余 金 当期純利益 △60

資　本　合　計

《内部留保資金》 備　考（前年度対比）

年度末現在高
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（１）事業概要

工業用地面積 造成済面積(A)

217,108 217,108

460,647 331,197

（２）収益的収支

(単位：百万円）

Ｒ４年度 Ｒ３年度

1 120 624

2 3 1

3 123 625

4 308 285

5 2 2

6 310 287

7 △ 187 338

（３）資本的収支

(単位：百万円）

Ｒ４年度 Ｒ３年度

8 188 266

9 188 270

10 0 △ 4

 総費用（D+E=F) 23

資本的収支差　X-Y 4

資本的収入　X △ 78 企業債△127、一般会計借入金＋43

資本的支出　Y △ 82 土地造成費△125、企業債償還金＋43

・収入は、企業債借入などにより１８８百万円
・支出は、江津地域拠点工業団地の道路工事費などにより１８８百万円
・収支不足額は損益勘定留保資金などにより補てん

比較増減 備　考（前年度対比）

当期純損益(C-F) △ 525

 営業外収益（B) 2

 営業外費用（E) 0

 総収益（A+B=C) △ 502

23
宅地売却原価△148
資産減耗費＋186 営業費用　(D)

比較増減 備　考（前年度対比）

 営業収益　(A) △ 504
宅地売却収益△182
資産減耗費戻入△321

・営業収益は、資産減耗費戻入の減少により、前年度比５０４百万円の減
・営業費用は、未成宅地の時価評価損の増加により、前年度比２３百万円の増
・当期純損益は、前年度より５２５百万円減の１８７百万円の赤字

分譲状況（令和５年３月末現在）

宅　地　造　成　事　業　会　計

・江島工業団地及び江津地域拠点工業団地の造成・分譲を実施
・江島工業団地は平成３０年度に完売
・令和４年度は、江津地域拠点工業団地において土地の売却実績はなかった

(単位：㎡）

団　地　名 分譲済面積(B) 分譲率（B/A)

217,108 100.0%

江津地域拠点工業団地 218,669 66.0%

江島工業団地
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（４）貸借対照表

(単位：百万円）

期末 期首

11 70 84

12 70 84

13 2,113 2,260

14 1,699 1,722

15 414 538

16 858 870

17 858 870

18 資　産　合　計 3,041 3,214

19 2,686 2,651

20 155 177

21 2,841 2,828

22 304 304

23 △ 104 83

24 199 386

Ｒ４年度 Ｒ３年度

25 856 843

《内部留保資金》 比較増減 備　考（前年度対比）

年度末現在高 13

資 本 金 0

剰 余 金 △ 187 当年度純利益△187

資　本　合　計 △ 187

固 定 負 債 35 一般会計借入＋149

流 動 負 債

負　債　合　計 13

江津地域拠点工業団地造成に係る未払金
△17△ 22

・資産は、江津地域拠点工業団地のたな卸資産時価評価損の増加により１７３百万円の減
・負債は、一般会計借入金の増などにより１３百万円の増
・資本は、当期純損失の計上により１８７百万円の減
・内部留保資金は、前年度から１３百万円の増の８５６百万円

固 定 資 産

うち投資その他の資産 △ 14 江島工業団地分譲による年賦未収金

　うち完成宅地 △ 23 江津：たな卸資産の時価評価による減

宅 地 造 成

江津：たな卸資産の時価評価による減

△ 14

△ 147

△ 124

△ 12

　うち未成宅地

流 動 資 産

備　考（前年度対比）比較増減

　うち現金預金 △ 12

△ 173
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３．利益剰余金の処分及び欠損金の処理

（１）電気事業会計

電 気 事 業 会 計

１．利　益　剰　余　金　処　分　対　象　額

(1)前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金 A 0

(2)当 年 度 純 利 益 B 480,338,497

C＝A+B 480,338,497

(1)利 益 積 立 金 繰 入 額 D 0

(2)地 域 振 興 積 立 金 繰 入 額 E 480,338,497

0

（２）工業用水道事業会計、水道事業会計

工業用水道事業会計 水 道 事 業 会 計

１．欠　損　金　処　理　対　象　額

(1)前 年 度 繰 越 欠 損 金 F 1,279,135,896 373,723,208

(2)当年 度純 利益 （△ 純損 失） G 5,294,618 △ 60,727,628

計
（ 当 年 度 未 処 理 欠 損 金 ）

H=F-G 1,273,841,278 434,450,836

２．翌年度繰越欠損金 (H) 1,273,841,278 434,450,836

（３）宅地造成事業会計

宅地造成事業会計

１．欠　損　金　処　理　対　象　額

(1)前 年 度 繰 越 欠 損 金 I 0

(2)当年 度純 利益 （△ 純損 失） J △ 186,897,787

計
（ 当 年 度 未 処 理 欠 損 金 ）

K=I-J 186,897,787

２．欠 損 金 処 理 額

(1)利 益 積 立 金 取 崩 L 52,303,612

３．翌年度繰越欠損金 (K-L) 134,594,175

区　　　　　分

（単位：円）

・当年度純利益は、再生可能エネルギーの利用促進及び地域の振興等の資金としての操出を
はじめ、一般会計への操出ができるよう、全額を地域振興積立金として積み立てる。

（単位：円）

区　　　　　分

・工業用水道事業の当年度純利益については、繰越欠損金にあてる。
・水道事業の当年度純損失については、繰越欠損金に含める。

・利益積立金全額を取り崩し欠損金にあて、残余の欠損金は次年度へ繰り越す。

２．利　益　剰　余　金　処　分

区　　　　　分

計
（当年度未処分利益剰余金）

３．翌年度繰越剰余金 (C-D-E)

（単位：円）
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　　  ◆電気事業会計　　　　　  資金不足比率　－％　（資金不足なし）

　　  ◆工業用水道事業会計　　　資金不足比率　－％　（資金不足なし）

　　  ◆水道事業会計  　　　　　資金不足比率　－％　（資金不足なし）

　　  ◆宅地造成事業会計　　　　資金不足比率　－％　（資金不足なし）

　・事業の規模（宅地造成事業以外）＝　営業収益の額 － 受託工事収益の額

　・事業の規模（宅地造成事業）　　＝　負債 ＋ 資本

４．資金不足比率

    地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）第２２条第１項

  の規定に基づく公営企業（企業局）の資金不足比率については、下記のとおりであ

　り、各会計において資金不足は発生していない。

　    なお、資金不足比率が経営健全化基準である２０％を超過すると、経営健全化

    計画の策定が必要となる。

〔参考〕

　・資金の不足額　　　　　　　　　＝　流動負債 － 流動資産

事業の規模

資金の不足額
　資 金 不 足 比 率 ＝
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５．一般会計決算（企業局関係分）の概要

（単位：千円）

3,938 3,320 618

児童手当に要する経費 3,938 3,320 618

3,938 3,320 618

5,958 5,367 591

1,237 1,592 △ 355

4,721 3,775 946

一般会計貸付金  　(ｳ) 27,893 26,371 1,522

27,893 26,371 1,522

33,851 31,738 2,113

796 1,260 △ 464

796 1,260 △ 464

796 1,260 △ 464

一般会計貸付金  　(ｵ) 151,192 108,060 43,132

151,192 108,060 43,132

151,192 108,060 43,132

189,777 144,378 45,399

10,692 9,947 745

179,085 134,431 44,654

189,777 144,378 45,399総　　　　　計　　(ｱ)～(ｶ)

宅地造成事業　計（D）

総　　　　　計　（A) + (B)＋（C)＋（D)

〔再掲〕

一般会計補助金　計　（ｱ)+(ｲ)+(ｴ)

一般会計貸付金　計　（ｳ)+(ｵ)

宅地造成事業

企業債元利償還に要する経費

水道事業　計（C)

工業用水道事業　計（B）

水道事業

児童手当に要する経費

一般会計補助金　　(ｱ)

一般会計補助金　　(ｴ)

電気事業　計（A）

工業用水道事業

一般会計補助金　　(ｲ)

江の川工水企業債利息に要する経費

江の川工水八戸ダム管理費負担金に要する経費

江の川工水企業債元金償還等に要する経費等

Ｒ４年度 Ｒ３年度 比較増減区　　　　　　　　　　分

電気事業
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